


























































































































































































































































































































































































































I~ 、 L、か，あんたは俺の手中にあるんだぞ，分かつてるのか? あんたは





































































































































私訳 テレーズ・デスケルー 169 
は免れても正義の下す罰は逃れようがあるまL、。彼はランプを取り上げた。
上げた腕がテレーズのうなじを照らし出した。
うえ
「あんた，階上へはまだ行かないか?J
その芦は彼女には聞こえていないらしかった。彼女を暗閣のなかに残して
彼は出て行った。階段の下にはクララ叔母さんが，最初の段に腰を掛けてう
ずくまっていた。老女がまじまじと見つめるので，彼は無理に笑顔をつくり，
腕をとって立ち上がらせようとした。しかし相手は立つのを嫌がった一一臨
終の主人のベッドにくっついて離れない老犬のようだった。ベルナールはラ
ンプをタイル強りの床に置き，老女の耳元で叫んでやった:テレーズはもう
ずいぶん気分がよくなったが，寝に行く前にしばらくひとりになりたいのだ
そうだ，と。
「そら，知つての通り，いつものおかしな癖ですよ」
そうだ，叔母さんはそれを知っていた。この若い人妻がひとりになりたい
と思っているときに限ってテレーズのもとへはいって行くのは，叔母さんの
不運だった。そこで老女に自分が邪魔なのだと感じさせるために，多くの場
合， ドアを半聞きにしておけばよいことになっていた。
クララ叔母さんは努力して立ち上がり，ベルナールの腕にすがって，大広
聞の真上にあたる自分の部屋に辿り着いた。ベルナールはそのあとから部屋
にはいり，テーブルのよにローソクを点してやった。それから額にキスをし
て遠ざかった。叔母さんは彼から目を離さなかった。聞こえない人々の顔つ
きから，彼女に読み取れないものがあろうか? ベルナールに寝室ヘヲ|っ込
むだけの時聞を残してから，彼女はまたそっとドアを聞ける……と，彼はま
だ踊り場にいて，手すりによりかかっている。煙草を一本巻いている。彼女
は慌てて部鹿にもどる。よろめく脚で，息せききって， もはや着替えをする
力もなくして。彼女はベッドに寝転んだまま，両眼を見開いている。(続)
(なかじま・こうこ 元農学部教授)
